
内周セグメントへのアクセス台

http://www.kusastro.kyoto-u.ac.jp/~iwamuro/Kyoto3m/ladder.html

岩室 史英 (京⼤宇物)

●内周セグメントへのアクセス⽅法

両ナスミス台端の位置からならアーム状の構造物を突っ込めそう

作業者は始めからアームの上に這いつくばった状態で突っ込まれる

以下は栗⽥くんによる幅 1m の素案でアームの間にトラスが⼊る構造

→ 幅を 50cm にすればトラスを避けて突っ込める

●設計と必要部品

最⻑ 4m のアルミフレームの組み合わせで製作

側⾯の筋交いは突っ込む場所に応じて左右付け替え

使⽤部品リスト

キャスタ 極重荷重 ６個

キャスタ取り付け板 ６個

押出厚型ブラケット ２６個
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NEFS8-4080-4000-LWH-RWH ３個（⽳指定間違えました...）

NEFS8-4080-1000-LBT45-RBT45 ２個（固定⽤キリ⽳は⼿作業で追加）

NEFS8-8080-4000 ２個

HFSH8-8080-3500 ３個 （ベースの３本は重いフレームで）

NEFS8-8080-1800 ２個

NEFS8-8080-1000 １個

NEFS8-8080-500 ２個

NEFS8-8080-340 ２個

HFS8-8080-80 ２個 （端⾯ネジ４個は⼿作業で追加 NEFS ではダメ）

六角⽳付ボルト １箱

アルミフレーム⽤先⼊れナット M8 ２箱

アルミフレーム⽤先⼊れナット M6 ２４個

底⾯塩ビプレート（t10） １枚

側⾯塩ビプレート（t5） ２枚（固定⽳４個は⼿作業で追加）

アイボルト取り付け板 １個

製作部品

筋交い固定ブロック ７個

●強度確認

各アルミフレームと同じ断⾯２次モーメントと断⾯積を持つ中空アルミ角パイプでモデルを作

る。

型番 断⾯２次M 断⾯積 パイプ外形 パイプ内形

NEFS8-8080 130cm4 16.49cm2 7.453cm□ 6.250cm□

NEFS8-4080 20cm4 10.34cm2 7.534cm x 3.767cm 6.006cm x 3.003cm

HFSH8-8080 183cm4 26.41cm2 7.401cm□ 5.326cm□

底⾯横棒・縦棒両端に 5mm□x100mm の角棒を接続してその底⾯で固定、アーム先端に 100kgw 鉛

直⽅向と、横⽅向 20kgw で変形を評価

鉛直⽅向は 26mm/100kgw (この内 6mm は中央部の沈下)、横⽅向は 10mm/20kgw の変形
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●作ってみた

実物写真

内周セグメント３枚を清掃
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 セグメント清掃⼿順 
http://www.kusastro.kyoto-u.ac.jp/~iwamuro/Kyoto3m/cleaning.html

岩室 史英 (京⼤宇物)

●⽔漏れ対策

Web モニタでミラー制御を OFF にした
後、清掃を⾏なうセンサ回路ボックス
の電源を抜いて、センサへの通電を⽌
める。

作業前にセグメント隙間からの⽔漏に
よるセンサ故障を防ぐため、清掃を⾏
なうセグメント周辺のセンサ真上の隙
間の⽔漏れ対策を⾏なう。

清掃中の⽔は全て光軸側に流れるの
で、内側のセンサアーム背⾯に付いて
いる参照センサ真上に養⽣テープの接
着⾯を２つ折りにしたものでひさしを
作っておく。

半径⽅向の隙間や外側の隙間に⽔が出
ることはまずないので、内側以外の隙
間は⼿拭き⽤の紙を丸めたもの程度で
⼤丈夫。

●作業台移動
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ナスミス⼤の⼿すりを３本外
し、作業台を上写真のように
設置する。作業台の位置を調
整する補助員が２名ほど居る
ことが望ましい。

ベース部分の⾞輪は、Az レベリングブロックの
９番と10番の間から⼊れる。これより左だと Az

下のケーブルに⾞輪が当たるので良くない。ま
た、上に⼈が乗っている状態で写真中央のアル
ミプレートを超えると、重量でプレートが曲
がってしまうので、乗り込み前に前輪がここを
越えている⽅がいい。

●蒸らし

コットンシーガルをセグメントの形状
に合わせて 1/3 程度重なるように並べ
る。後で⼀気に全部がめくれるように
同じ⽅向に重なりができるように並べ
る。

セグメント端に⽔が流れないように、
外周側から蒸留⽔をまく。セグメント
１枚あたり⼩ボトル１本(250cc)程度。
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⼩ボトル半分程度の⽔で周辺部をノズ
ルで端まで濡らす。内周側の幅10cm 程
度は流れた⽔で⾃然に濡れるので⽔を
かける必要は無いが、内周側が均⼀に
濡れるように⽔の流れが少なそうな部
分には少し⽔を追加する。

内周側の縁に沿って、コットンシーガ
ルを細⻑く４つ折りにしたものを並
べ、内側への⽔垂れを防ぐ。

30分程度の蒸らし時間が必要なので、
隣のセグメントの蒸らし作業を⾏う。

⼤きいボトルに蒸留⽔をためておけ
ば、⼩ボトルの⽔が無くなったときに
補充できる。

●ゴミ取り

内周側の縁に配置した４つ折りのコッ
トンを除く。

⼀番初めに置いたコットンからめくり
あげることで、全体を⼀体化させてめ
くりながら持ち上げる。
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⼀気に反転させて着地させる。位置が
ずれても横ずれさせずにうえから軽く
ポンポンと押さえる。

くるくると巻き取りながら全て取り除
く。⼤きいゴミがあるので横ずれしな
いように注意する。

●吸着拭き

コットンシーガルを１枚置いて⼗分に
蒸留⽔で濡らす。

コットンシーガルの端が少しだけ鏡⾯
に触る状態まで持ち上げて少しずらす
と、触っている部分に汚れが集まるの
で汚れた部分を巻き取り、また少しず
らして巻き取るを繰り返す。

次々とコットンを取り替えながら、全
⾯が５回程度は撫でられるように繰り
返す。作業序盤はゴミが残っているの
で、ゴミをできるだけずらさないよう
に絡め取る事に注意し、後半は目に⾒
えないレベルで汚れた⽔をできるだけ
薄める事を意識する。

最後に残っている⽔を乾いたコットン
を敷いて⼿で軽くポンポンすることで
吸い取る。もちろん⼿に汗をかいてい
ないこと。また、乾いたコットンは引
きずらないこと。
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隣のセグメントも同じ⼿順で作業す
る。

作業後の⽔滴を吸い取っているとこ
ろ。

●後始末

センサの保護のために⼊れておいたも
のを取り外す。先端の平たいピンセッ
トを使うと楽。

センサ上のひさしを抜く際は、センサ
アームに引っかかってアームが動くこ
とが無いよう、⼗分に注意してゆっく
り抜く。こちらは⼿でやった⽅が感触
がわかって安全。

センサの制御 Box に電源線を挿し、
Web でセンサの値を確認する。-4 とい
う値が出た場合は、参照センサとアー
ムの間に⽔が⼊っているので、Box の
電源線を抜き、紙などで隙間の⽔を吸
い取る。

iwamuro@kusastro.kyoto-u.ac.jp
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